
02　「がん」から身を守りましょう
05　ウォーキングコースを募集
06　市職員数と給与を公表します
08　市政情報ピックアップ
10　くらしの情報／人権コラム
13　国民健康保険・後期高齢者医療
　　制度の各種サービス
14　伝統技能を未来に遺す

16　「広報ひた」１日記者体験
20　まちの話題
22　ＨＩＴＡＪＩＮ／防災コラム
23　図書館に行こう
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　／児童館・支援施設の９月の主な催し
26　緊急医療情報キット
　／市長コラム

表紙
リバーフェスタ開催
　「川が遊園地になる日」
をテーマに、８月17日、
リバーフェスタinみくま
川が開催されました。来
場した多くの子供たちは、
夏の日差しを浴びて残り
少ない夏休みを満喫して
いました。
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平
成
24
年
に
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ

た
人
は
、
約
36
万
人
と
、
日
本
人
の
死

因
の
第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

「
が
ん
」
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が

「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
田
市
の
死
亡
別
死
因
状
況
（
平
成

24
年
）
を
み
る
と
、
全
死
亡
者
の
25
％

（
244
人
）
が
、
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ

て
お
り
、
死
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
た
人
の
死
因

を
部
位
別
に
見
る
と
、
男
性
は
１
位
肺

が
ん　

２
位
胃
が
ん　
３
位
大
腸
が
ん
、

女
性
は
１
位
大
腸
が
ん　

２
位
肺
が
ん

　
３
位
胃
が
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
治
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
「
が
ん
」
で
す
が
、

・
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

・
定
期
的
な
が
ん
検
診
を
受
け
、
早
期

発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る

　

こ
と
で
、
命
を
救
え
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
「
が
ん
予

防
法
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
。

　
　
　
　
　

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で

　
　
　
　
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

喫
煙
は
肺
が
ん
だ
け
で
な
く
、
口
腔

が
ん
、
咽
頭
が
ん
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

　
　
　
　
節
度
あ
る
飲
酒
を
心
掛
け

　
　
　
　

ま
し
ょ
う
。
度
数
の
高
い
お
酒

を
ス
ト
レ
ー
ト
で
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
一
日
あ
た
り
日
本
酒
な
ら
１

合
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん
１
本
、
焼
酎
な

ら
１
合
の
３
分
の
２
程
度
が
適
量
で
す
。

　

多
量
の
飲
酒
は
、
口
腔
が
ん
、
咽
頭

が
ん
、
食
道
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
乳
が

ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
　
　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

　
　
　
生
活
を
心
掛
け
る
。

　
　
　
　
　

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

と
り
、
一
日
に
野
菜
は
350
ｇ
、
果
物
は

50
ｇ
と
り
ま
し
ょ
う
。
食
塩
量
は
、
一

日
あ
た
り
男
性
９
ｇ
、
女
性
7.5
ｇ
未
満

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

塩
分
摂
取
を
減
ら
す
と
胃
が
ん
の
リ

ス
ク
を
下
げ
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
や
果

物
を
増
や
す
と
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を

下
げ
ま
す
。

　
　
　
適
度
に
運
動
す
る
。　

　
　
　
　
　

ほ
と
ん
ど
座
っ
て
仕
事
を

　
　
　
　

し
て
い
る
人
な
ら
、
ほ
ぼ
毎

日
60
分
程
度
の
歩
行
な
ど
の
適
度
な
身

体
活
動
に
加
え
て
、
週
に
１
回
程
度
は

活
発
な
運
動
（
60
分
程
度
の
早
歩
き
や

30
分
程
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
）
を
加

え
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運
動
は
大
腸
が

ん
（
結
腸
が
ん
）
の
リ
ス
ク
を
下
げ
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
適
正
な
体
重
を
維
持
す
る
。

　
　
　
　
中
高
年
期
の
男
性
は
Ｂ
Ｍ

　
　
　
　

Ｉ
（
体
重
㎏
÷
（
身
長
ｍ
×

身
長
ｍ
）
）
で
21
〜
27
、
中
高
年
期
女

性
で
は
19
〜
25
の
範
囲
に
な
る
よ
う
に
体

重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
道
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
（
閉

経
後
）
の
リ
ス
ク
を
下
げ
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染

　
　
　
症
予
防
と
治
療
を
受
け
る
。

　
　
　
　
大
部
分
の
肝
臓
が
ん
は
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
で
す
。
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
は
子
宮
頸
が
ん
、

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
が
ん
と
の
関
連
が
示
唆

さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
の
予
防
と
早
期

治
療
が
肝
心
で
す
。

予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
「
が
ん
」
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

平成24年日田市の死亡別死因状況

悪性新生物
25％

心疾患
14％

その他
31％

肺炎
12％脳血管疾患

12％

老衰
６％

今
日
か
ら
で
き
る
が
ん
予
防
１

禁
煙
、
食
事
、
運
動
を
工
夫
す
る
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健
康
な
と
き
は
「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
い
う
思
い
や
仕
事
の
忙
し
さ
か
ら
、

病
気
の
話
を
聞
い
て
も
他
人
ご
と
に
思

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
必
要

以
上
に
「
が
ん
」
を
恐
れ
す
ぎ
て
検
診

を
受
け
な
い
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
、
仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
倒
れ
た
り
す
る
と
、
残

さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

何
よ
り
、
あ
な
た
自
身
が
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
、
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
で
き
る
が
ん
予
防
２

検
診
を
受
け
る

日田市のがん検診の受診率（平成25年度）

22.0％
国の目標値

25.1％

23.2％

26.0％

30.7％

胃がん

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

0 10 20 30 40 50（％）

Health information

がん検診に関するＱ＆Ａ

Ｑ.働いている職場でがん検診
がない。どうしたら受けられ
る？
Ａ.市が実施している、地域の
公民館等での巡回健診、日田
検診センターで実施する月に
１回の休日健診、市内の指定
医療機関でのがん検診などで
受けることができます。

Ｑ.仕事が忙しくて受診できない
Ａ.土・日曜日が休みの人であれ
ば、月に１回、日田検診セン
ターで行っているセンター健
診が利用できます。休みでな
い人は、指定医療機関で子宮
頸がん、乳がん、大腸がん、
前立腺がん検診が受診できます。
（いずれも要予約）

Ｑ.国の勧める検診の対象年齢よ
り若いが、心配なのでがん検
診を受けたいが？
Ａ.受けることができます。胃が
ん・肺がん・大腸がん検診は、
全ての年齢の人を対象に市が
補助し、検診を実施しています。
また、乳がん検診は、30歳～
39歳の人を対象に超音波によ
る検診を実施しています。

Ｑ.昨年のがん検診で「異常
なし」であった。今年は
受けなくてよい？
Ａ.がんによっては進行が早
いものがあり、一年前の
がん検診で異常がなかっ
たとしても安心できません。
国の薦める検診の受診間
隔で受診してください。

Ｑ.がん検診を受けて精密検
査の紹介状が入っていたが、
以前、精密検査を受けて
「異常がなかった」ので、
受診しなくてもよいか？
Ａ.以前の精密検査で異常が
なかったとしても、がん
によっては進行性の早い
ものがあります。自分で判断せず、医療機関を受診
して主治医と相談しましょう。

Ｑ.検診では異常がなかったが、
その後「がん」が見付かった
と聞くが？
Ａ.必ずしも検診で全てのがんが
発見できるわけではなく、あ
る程度の見逃しがあることも
否定できません。しかし、が
ん検診での早期発見で多くの人が治癒しています。
生活習慣の改善と平行してがん検診を定期的に受け
ましょう。
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Health information

がんの種類

胃がん

大腸がん

肺がん

肝臓がん

すい臓がん

前立腺がん

乳がん

子宮がん

主な症状

胃のあたりの不快感や痛み（特に空腹時や食後）、胸やけ、げ
っぷの多発、吐き気、食欲低下、食べ物の好みが変わるなど

便に血液や粘液が混じる（黒色便）、便の出方が細い、残便感
がありお腹が張った感じがする、下痢と便秘を繰り返すなど

せきが続く、たんが多く血が混じるなど

進行すると、食欲不振、全身倦怠感、腹水、吐血、下血、貧
血、黄疸など

進行すると、食欲不振、吐き気、嘔吐、みぞおちや背中の痛
み、腰痛、下痢、全身倦怠感、黄疸など

排尿障害（排尿時の痛みや腹痛）、血尿など

乳房の形に左右差がある（くぼみやひきつれなど）、しこりがあ
る、脇の下のリンパ節が腫れる、乳頭のしっしんやただれなど

おりもの、不正出血など

がん相談支援センター

大分県済生会日田病院「がん相談支援センター」
日田市大字三和643-7　☎㉒8772
九州がんセンター「相談支援・情報センター」
福岡市南区野多目3-1-1　☎092-541-8100
国立病院機構九州医療センター
「がん相談支援センター」
福岡市中央区地行浜1-8-1　☎092-833-6806

＜体験談＞　がん検診を受けてよかった！

　今まで、自分はまったく健康診査（健診）を受けていませんでした。
　昨年、職が変わったことを機に健診を受けました。結果には、医療機関で大腸がんの再検
査が必要だという紹介状が同封されていました。
　病院で大腸の内視鏡検査を受け、「大腸がん」と医師から告知されたときは、頭が真っ白に
なりショックでした。幸い早期のがんでしたので、内視鏡検査で切除することができました。
　健診のおかげで命拾いをしました。これからは、毎年健診を受けて予防できる病気は、予
防していきたいと思います。

今
日
か
ら
で
き
る
が
ん
予
防
３

体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
に
よ
っ
て
現
れ
る
症

状
は
異
な
り
ま
す
が
、
共
通
し
て
み
ら
れ

る
の
が
体
重
の
減
少
で
す
。
急
に
10
㎏
も

減
少
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特

に
変
わ
っ
た
暮
ら
し
は
し
て
い
な
い
の
に
、

１
か
月
に
２
〜
３
㎏
減
少
し
て
い
く
場
合

は
検
査
が
必
要
で
す
。

も
し
、
が
ん
と
言
わ
れ
た
ら

　
が
ん
と
告
げ
ら
れ
る
の
は
衝
撃
的
な
こ

と
で
、
心
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た
ら

し
ま
す
。
「
ま
さ
か
自
分
が
」
「
何
か
の

間
違
い
に
決
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
認
め
た

く
な
い
気
持
ち
が
強
く
な
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
大
き
な
衝
撃
か
ら
心
を
守
ろ
う

と
す
る
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
反
応
で
誰

に
で
も
起
こ
る
つ
ら
い
気
持
ち
で
す
。

　
心
配
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か

ら
話
す
こ
と
を
た
め
ら
う
人
も
い
ま
す
が
、

大
切
な
人
に
こ
そ
つ
ら
い
気
持
ち
や
不
安

を
吐
き
出
す
こ
と
で
、
落
ち
込
ん
で
い
る

気
持
ち
が
少
し
軽
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
周
囲
の
人
に
話
せ
な
い
人
は
、
地
域

の
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に

相
談
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

出
典
：
平
成
25
年
度　
西
部
保
健
所
報　
独
立

行
政
法
人　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー　
が

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
日
本
人
の
た
め
の
が
ん

予
防
法
」
、
「
最
新
が
ん
統
計
」
「
が
ん
検

診
に
つ
い
て
」

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

50歳代男性
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②

ウォーキング
コースを募集します 　健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

　市では、健康で自立した生活を送ることができる期
間を延ばすため、ウォーキングなどの運動を通した生
活習慣病予防に力を入れています。
　多くの人が日常生活の中での気軽な健康づくりとし
てウォーキングに取り組めるよう、ウォーキングコー
スを集めマップを作成するにあたり、皆さんがふだん
歩いているコースやおすすめのウォーキングコースを
募集します。

▶要件　
　30分～１時間30分程度で歩けるコースであること
▶申込期限　９月30日㈫
※応募用紙は、市役所１階健康保険課国保・年金係、ウェルピア、各振興局・振興センター、市ホームページに備え付けています。　

■コース
①慈眼山②城町橋③一新橋・御幸橋④吹上町交差点⑤花月川大橋⑥丸の内踏切
⑦御幸橋→御幸通り⑧濠梁橋⑨港町児童公園⑩中城橋→上町通り⑪一新橋→慈眼山
■距離　約4.3㎞　
■歩数　約6,300歩
■所要時間　約１時間10分
■消費カロリー　約100kcal（ロールパン１個分）
※体重50㎏の人が4㎞/hの速さでウォーキングした場合。

ウォーキングコースの一例（慈眼山公園～花月川沿い～豆田）

花月川③③④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

慈眼山
①

港町児童公園
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市職員数と給与を公表します
　市の条例に基づき、市職員の給与等をお知らせします。
　なお、市ホームページには、その他の項目も含めて掲載しています。
　総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

▼採用と退職の状況 ※退職及び採用は、他団体からの派遣等の着任・帰任を含みません。

平成25年度退職者
（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
定年退職 その他 計（Ａ）
13人 △8人6人 19人 11人

増減数
（Ｂ－Ａ）

平成26年度採用者（Ｂ）
（平成26年４月１日付け）

▼部局別職員数の状況
区分
部局

増減数
（Ｂ－Ａ）

平成25年度（Ａ）
（平成25年４月１日）

平成26年度（Ｂ）
（平成26年４月１日）

市 長 事 務
議 会 事 務
教 育 委 員 会 事 務
選 挙 管 理 委 員 会 事 務
監 査 委 員 事 務
農 業 委 員 会 事 務
水 道 課
日田玖珠広域消防組合派遣

計
住 民 基 本 台 帳 人 口
職員一人あたりの市民数

536人
7人
72人
3人
4人
7人
23人
3人

655人
70,545人
107人

530人
7人
70人
3人
4人
6人
23人
3人

646人
69,702人
107人

△6人
0

△2人
0
0

△1人
0
0

△9人
※職員数は、臨時職員及び嘱託職員を除き
ます。ただし、他団体からの派遣等の着
任・帰任を含みます。

8.7％

※この表は、人件費・職員給与費が市財政（歳出額）に占める割合を示します。▼人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ）職員給与費（Ｃ）人件費率（Ｂ/Ａ）職員給与費率（Ｃ/Ａ）

平成25年度 69,702人 42,196,859千円 5,497,105千円 3,669,047千円 13.0％
※住民基本台帳人口は平成26年３月31日現在の人数です。
※人件費には、特別職等に支給される給料、報酬などを含みます。また、職員給与費は人件費のうち一般職員の給料及びその
他の手当（扶養手当、期末・勤勉手当、時間外勤務手当）の支給額で、地方公務員共済組合負担金、退職手当及び児童手当
を除いたものです。

※職員数は、嘱託職員を含んだ人数です。
※職員手当には、退職手当及び児童手当は含みません。

▼職員給与費の状況（普通会計当初予算）

区分 職員数（Ａ） 給料 期末・勤勉手当
給与・職員手当 一人あたり給与費

（Ｂ/Ａ）
平成26年度 630人 2,439,007千円 906,336千円

その他の手当 計（Ｂ）
422,121千円 3,767,464千円 5,980千円

※職員の職種別において、最も多く構成される一般行政職
の平均給料月額及び平均年齢を示しています。

▼職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
　（平成26年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 333,400円 43歳06月

▼職員の初任給の状況
　（平成26年４月１日現在）

区分 高校卒 大学卒
初任給一般行政職

採用２年経過後給料額
144,500円 178,800円
155,700円 191,600円
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▼職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年４月１日現在）

区分 経験年数
10年以上15年未満

一般行政職 大学卒
高校卒

277,000円
248,600円

経験年数
15年以上20年未満

331,600円
294,200円

経験年数
20年以上25年未満

368,800円
332,200円

※広域派遣職員及び医師を除く全職員が対象です。

▼級別職員数の状況（平成26年４月１日現在）
区分

標準職務
１級

主事補・技師補等
２級

主事・技師等
３級
主任等

４級
副主幹・主査等

５級
係長・専門員等

６級
所長等・課長補佐

７級
課長等

職員数
構成比

43人
6.7％

60人
9.3％

101人
15.7％

118人
18.4％

166人
25.9％

98人
15.3％

45人
7.0％

８級
部長等 計

11人
1.7％

642人
100.0％

▼職員手当の状況（平成26年４月１日現在）

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

期末手当
６月期 1.225月分

1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

12月期
計

※職制・職務の等級による加算
措置有り。

退
職
手
当

自己都合
勤続20年 21.62月分

30.82月分
43.70月分
52.44月分

勧奨・定年
27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

勤続25年
勤続35年
最高限度額

▼勤務時間等の状況
勤務場所
本庁

休憩時間
45分

勤務時間帯
午前８時30分～午後５時

※職場や職種によっては、上記と異なります。

▼職員研修の状況（平成25年度）
研修名
一般研修

内容
管理職研修、窓口職員研修、新採用職員研修等

人権啓発研修等
階層別研修、専門研修、指導者養成研修等

研修者数

派遣研修
その他研修

415人
273人
3,278人

▼公務災害等の発生状況

認定件数区分

1件平成25年度 1件

内訳
公務災害

0件
通勤災害

▼休暇等の状況
種類

年次有給休暇

取得状況
7.94日/年
 （平均）

概要
暦年により20日付与。20日を超えない範囲
内の残日数を翌年に繰り越すことができる。

介護休暇

育児休業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇）

1人

9人
（男性0人）

介護を最低２週間以上必要とし、一の継続する
状態ごとに連続する６月の期間内（無給休暇）

※取得状況は、平成25年１月１日から平成25年12月31日までの暦年です。
　上記以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※育児休業は、平成25年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

▼分限及び懲戒処分の状況（平成25年度）
分限処分

免職 降任 降給 休職 計
0人 0人 0人 1人 1人

懲戒処分
免職 停職 減給 戒告 計
0人 0人 1人 0人 1人

▼特別職の報酬などの状況（平成26年４月１日現在）
区分
市長 566,800円

461,500円
481,600円

給料月額 期末手当

副市長
教育長

区分
議長 457,000円

403,000円
392,000円

報酬月額 期末手当

副議長
議員

※平成25年10月１日から平成26年６月30日までの
間は、市長35％、副市長35％、教育長20％の給
料の減額措置を実施していますので、減額後の給
料月額を示しています。

※期末手当については加算措置があります。

６月期 1.40月
12月期 1.55月

計 2.95月

６月期 1.40月
12月期 1.55月

計 2.95月
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【問合せ】日田市体育協会事務局☎㉔２２０２　社会教育課スポーツ振興係☎㉒６８６８

「夢・挑戦～久大の山なみに響け歓声！」
大分県民体育大会が久大ブロック（日田市・玖珠郡）で開催！

お知ら
せ

　第67回大分県民体育大会が、日田市・玖珠郡で下記のとおり開催されます。日田市チームは総合２位奪還を目指
しています。市民の皆さんの応援をお願いします。
※大会スローガンは、大山中学校１年生の佐藤星花さんの作品が選ばれました。

総合開会式
▶とき・ところ　
　９月13日㈯　午前９時～　日田市総合体育館　※KCVで生中継されます。

日田市

玖珠郡

　　 競技種目 　　　競技日程 　　　　　　　　　　会場

バドミントン ９月 ６日㈯・７日㈰  日田市総合体育館
カヌー ９月 ７日㈰  玖珠川特設コース（天瀬町）
ゴルフ ９月12日㈮  ローレル日田カントリークラブ
グラウンドゴルフ ９月13日㈯  萩尾公園自由広場
卓球 ９月13日㈯・14日㈰  日田市総合体育館
軟式野球 ９月13日㈯・14日㈰ 日田林工高校（決勝戦は朝日ヶ丘球場）
相撲 ９月13日㈯・14日㈰ 竹田公園内相撲場
ソフトテニス ９月13日㈯・14日㈰  大原総合運動公園テニスコート
ソフトボール（男子） ９月13日㈯・14日㈰ 天瀬総合運動公園（３会場）
ボウリング ９月13日㈯・14日㈰ 日田アストロボウル
陸上競技 ９月14日㈰  日田市陸上競技場
自転車（ロード）  ９月14日㈰  ウッドコンビナート～東有田周辺道路※
柔道 ９月14日㈰  日田市総合体育館柔道場
剣道 ９月14日㈰  日田林工高校体育館
空手道 ９月14日㈰  三隈中学校体育館
アーチェリー ９月14日㈰  日田市アーチェリー場
フェンシング ９月14日㈰  日田林工高校多目的競技場
ボート ９月14日㈰  三隈川特設会場

ソフトボール（女子） ９月13日㈯・14日㈰  森高校・玖珠農業高校・玖珠町総合運動公園
クレー射撃 ９月13日㈯・14日㈰  玖珠クレー射撃場
銃剣道 ９月14日㈰ 九重町文化センター体育館
ゲートボール ９月14日㈰ 九重町活きいき多目的グラウンド

※平成25年度の大分県民体育大会で優勝した、ソフトボール、剣道、カヌー、バドミントン。

※９月14日、ウッドコンビナートから東有田地区周辺道路が午前８時～午後０時30分まで一部通行止めになります。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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第68回日田市文教祭10月開催行事

文化団体行事
日田映像祭　アマチュアビデオ作品を上映します。
▶とき　10月25日㈯　
　　　　午後１時開演（正午開場）
▶ところ　パトリア日田小ホール
民謡邦楽の秋宴
▶とき　10月26日㈰
　　　　正午開演（午前11時開場）
▶ところ　パトリア日田大ホール
▶入場料　５００円
「文芸の集い」俳句大会
▶とき　10月26日㈰　午前10時開会
▶ところ　パトリア日田小ホール

学校行事
第53回日田市小中学校読書感想画展
▶とき　10月25日㈯～27日㈪
　午前９時～午後５時（最終日は午後３時まで）
▶ところ　中央公民館２階ギャラリー

特別行事
第50回大分県美術展（写真）巡回展
▶とき　10月30日㈭～11月３日㈷
　午前９時30分～午後５時
　（最終日は午後３時まで）
▶ところ　パトリア日田ギャラリー

お知ら
せ

【問合せ】日田市技能大会実行委員会事務局
☎㉒８２３９

第34回日田市技能大会

▶とき
　９月14日㈰
・開会式　午前８時30分～
・のみの市　午前10時～
・おたのしみ抽選会
　（券配布は午前９時30分～、
当選発表は午後２時30分～）

▶ところ
　日田玖珠地域産業振興センター２階
▶競技部門　大工、配管、電工、左官、日田共同
高等職業訓練校

▶実演　板金、表具、左官
▶展示　建具、建築塗装、造園、表具、畳
※先着30人に包丁研ぎの実演サービスを行います。希望
者は、包丁を持参してください。（一人１本まで）

お知ら
せ

【問合せ】健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１

【問合せ】企画課文化振興係☎㉒８４４５

日田市戦没者追悼式

▶とき
　９月26日㈮
　午前10時～11時30分
▶ところ
　パトリア日田大ホール
※駐車場は、パトリア日田
専用駐車場、市営駅北第２
駐車場をご利用ください。

お知ら
せ

【問合せ】日田市雇用創造協議会☎㉒３５６７

ヒタモノつくり
ビジネス合コン参加者募集

　市内の求人を予定している事業所（20社程度）
と求職者の皆さんとの合同面談交流会を開催します。

▶とき　９月25日㈭　
　午後１時～５時（午後０時30分開場）
▶ところ　マリエールオークパイン日田
※名前・住所・性別・年齢・連絡先・現在の職業を、電話、
ファックス、メールのいずれかでお申し込みください。

※申込みがなくても参加できますが、円滑な運営のた
め、事前の申込みにご協力をお願いします。

※詳細は、ヒタモノつくりホームページ（http://hitamono.jp/）
をご覧ください。

▶申込み先　㉒１１３６　info@hitamono.jp

募　集

【問合せ】地域振興課コミュニティ交通係☎㉒８３５６

市内循環バス無料乗車体験

　バスの乗り方教室などを実施します。また、先
着３００人に無料乗車券をお渡しします。

▶とき　９月23日㈷
　午前10時～午後３時
▶ところ
　日田バスセンター
※駐車場がないため、公共交通機関等を利用してください。

お知ら
せ
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お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域
の
農

地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状

況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
委
員
が

農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
農
地

へ
の
立
入
り
の
際
は
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

認
定
農
業
者
制
度
相
談
会

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
者
が
自

主
的
に
行
う
経
営
改
善
の
取
組
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。
経
営
改
善
計
画
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象

　
認
定
農
業
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
農

業
経
営
者
又
は
認
定
農
業
者
の
う
ち
認

定
有
効
期
間
が
平
成
26
年
12
月
末
日
ま

で
の
農
業
経
営
者

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
９
月
19
日
㈮

　
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議
室

・
９
月
22
日
㈪

　
天
瀬
振
興
局
２
階
第
１
会
議
室

・
９
月
24
日
㈬

　
大
山
振
興
局
２
階
２
０
１
会
議
室

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
６
時

※
当
日
は
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　
９
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ
ー
ル

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域　

　
　

  　
　
10
月
１
日
か
ら
拡
大

　
10
月
１
日
か
ら
、
小
迫
町
・
上
手
町
・

藤
山
町
・
三
河
町
・
石
井
町
３
丁
目
の
一

部
の
地
域
で
、
新
た
に
下
水
道
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
区
域
内
に
建

物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
建
物
か
ら
排

出
す
る
汚
水
（
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

洗
濯
等
で
生
じ
る
排
水
）
を
下
水
道
に
流

し
込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
工
事
は
、
３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市
で
定
め
た
排

水
設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
54
社
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き　
９
月
16
日
㈫
〜
29
日
㈪

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
５
階
下
水
道
課

下
水
道
の
接
続
を

　
下
水
道
は
流
域
の
水
質
を
守
り
、
私
た

ち
の
安
全
・
快
適
で
健
康
的
な
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
内
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
一
日
も
早

く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
田
市
の
下
水
道
普
及
率
・
水
洗
化
率

　
平
成
26
年
３
月
末
現
在
の
下
水
道
普
及

率
は
69
・
２
％
、
水
洗
化
率
は
、
90
・
８

％
で
す
。
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）

　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

屋
外
広
告
物
設
置
の

　
　
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
日
田
市
内
で
、
屋
外
に
広
告
物
を
設
置

す
る
場
合
は
大
分
県
屋
外
広
告
条
例
に
基

づ
き
、
許
可
が
必
要
で
す
。

　
広
告
物
設
置
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
調
和

の
と
れ
た
景
観
と
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
許
可
申
請
の
必
要
の
有
無
は
、
事
前
に

下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

屋
外
広
告
物
と
は

　
営
利
、
非
営
利
を
問
わ
ず
、

①
常
時
又
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
表
示

さ
れ
る
も
の
。

②
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の
。

③
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
。

④
看
板
、
貼
り
紙
、
建
物
や
工
作
物
に
掲

示
又
は
表
示
さ
れ
た
も
の
な
ど
。

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ　
９
月
19
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

　
日
田
建
設
業
会
館
（
中
城
町
）

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除

く
）
を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献

血
で
き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
を

　
　
　
　
　
　
　

  

募
集
し
ま
す

　　
住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅

高
齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
高
齢
者
に
適
す

る
よ
う
に
整
備
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生
計
中
心

者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円

未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
、
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢
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者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
玄
関
（
他
の
室
外
へ
の
出
入
り
口
）
、

浴
室
、
便
所
、
廊
下
、
台
所
、
階
段
な

ど
へ
の
手
す
り
設
置
、
段
差
解
消
、
床

や
通
路
面
の
材
料
変
更
等

■
助
成
額　
基
準
額
の
３
分
の
２
以
内
（
基

　
準
額
の
上
限
は
60
万
円
。
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険
の
住

宅
改
修
を
含
む
）

■
申
込
期
限　
９
月
18
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集

■
と
き　
10
月
１
日
㈬
か
ら
12
月
27
日
㈯

ま
で
の
原
則
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

計
38
日
間

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園
ほ
か

■
対
象　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数　
15
人

■
受
講
料

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

第
10
回
千
年
あ
か
り

　
　
　
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
花
月
川
の
河
川
整
備
を
き
っ
か
け
に
始

ま
り
、
今
や
天
領
ま
つ
り
と
並
び
水
郷
ひ

た
の
秋
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
お
祭

り
と
な
っ
た
千
年
あ
か
り
が
、
今
年
で
10

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
10
回
目
を
記
念
し
、
テ
レ
ビ
リ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
活
躍
中
の
岡
野
涼
子
さ
ん
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の

千
年
あ
か
り
や
河
川
整
備
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
９
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

　
観
光
課
観
光
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
職
員

　
　
　
採
用
候
補
者
選
定
試
験

■
採
用
職
種
・
採
用
予
定
数

　
消
防
職
員
（
救
急
救
命
士
を
含
む
）

　
若
干
名

■
受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
で
、
平
成
４
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
（
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有

す
る
人
は
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
）
ほ
か

■
第
１
次
試
験
日　
10
月
19
日
㈰

※
受
験
申
込
書
は
、
日
田
消
防
署
、
市
役
所
１

階
３
日
以
内
窓
口
及
び
市
役
所
４
階
総
務

課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
９
月
26
日
㈮　
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.b-net.kcv.jp/~

　

hita-fd/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　
☎
㉔
２
２
０
４

第
17
回
別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
講
座

天
領
日
田
〜
町
の
文
化
と
歴
史

　
別
府
大
学
で
は
毎
年
、
日
田
市
民
を
対

象
に
日
田
歴
史
文
化
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
「
天
領
日
田
」
を
テ
ー

マ
に
豆
田
と
隈
と
い
う
江
戸
時
代
に
繁
栄

し
た
町
の
文
化
と
歴
史
を
訪
ね
な
が
ら
、

近
世
都
市
の
役
割
と
日
田
の
関
わ
り
を
考

え
ま
す
。

■
と
き
・
内
容
・
講
師　
（
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
第
１
講　
10
月
５
日
㈰

　
日
田
の
町
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
ー

　
別
府
大
学
教
授　
段
上
達
雄
氏

・
第
２
講　
10
月
19
日
㈰

　
豆
田
町
出
土
の
食
器
‐
古
小
鹿
田
焼
を

探
せ　

　
別
府
大
学
准
教
授　
上
野
淳
也
氏

・
第
３
講　
10
月
26
日
㈰

　
先
哲
資
料
館
「
廣
瀬
淡
窓
展
」
と
大
友

遺
跡
を
た
ず
ね
る

　
別
府
大
学
教
授　
田
中
裕
介

　
廣
瀬
資
料
館　
園
田
大

・
第
４
講　
11
月
23
日
㈷

　
近
世
日
田
の
建
物
‐
豆
田
と
隈
‐

　
設
計
工
房
な
ん
Ｄ
Ｅ
Ｎ
か
ん
Ｄ
Ｅ
Ｎ　

平
塚
英
利
氏

・
第
５
講　
11
月
30
日
㈰

　
天
領
日
田
‐
学
び
の
風
景　
　

　
別
府
大
学
名
誉
教
授　
後
藤
宗
俊
氏

・
第
６
講　
12
月
７
日
㈰

　
近
世
日
田
の
両
町
‐
豆
田
と
隈
‐　
　

　
別
府
大
学
学
長　
豊
田
寛
三
氏

■
開
催
時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

※
第
３
講
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）
。

■
と
こ
ろ　
別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー

※
第
３
講
は
大
分
市
内
の
施
設
等
。

■
受
講
料　
全
講
座
の
資
料
代
と
し
て
、

１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）
。

※
第
３
講
は
参
加
人
数
に
応
じ
て
、
別
途
交
通

費
を
徴
収
し
ま
す
。

■
募
集
数

　
50
人
（
先
着
順
）

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
電
話
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
左
記
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

　
〒
８
７
７
‐
０
０
２
５

　
田
島
２
丁
目
２
２
８
‐
５

　
別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉓
７
３
４
４

㉓
７
３
４
６

　
☎
０
９
０
‐
９
５
７
８
‐
３
７
７
２
（
園
田
）

試
験
・
講
座

イ
ベ
ン
ト
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日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座

■
と
き

　
10
月
１
日
㈬
か
ら
11
月
14
日
㈮
ま
で
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

計
18
回　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル

■
対
象

　
仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
を
持
ち
た
い
人
、

資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
し
た
い
人

■
受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
負
担
）

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
日
田
商
工
会
議
所
・
日
田
青
色
申
告
会

連
合
会
☎
㉒
３
１
８
４

「
敬
老
の
日
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
ご
招
待
会

□
対
象

　
60
歳
以
上
の
人

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
15
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
11
時

　
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル

□
参
加
費

　
無
料
（
２
ゲ
ー
ム
と
靴
代
）

※
60
歳
未
満
の
同
伴
者
は
、
２
ゲ
ー
ム
ま
で
１

ゲ
ー
ム
あ
た
り
３
５
０
円
。
（
靴
代
別
）

　
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル
☎
㉓
５
６
５
６

お
年
寄
り
の
住
ま
い
を

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
工
事
で
改
善
し
ま
す

□
応
募
条
件　
旧
日
田
市
在
住
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
人

□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用

　

申
込
者
が
材
料
費
実
費
程
度
を
負
担

（
尚
、
支
払
可
能
な
人
に
は
人
件
費
を

半
額
程
度
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限

　
９
月
30
日
㈫

※
対
象
者
は
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・
選

考
の
上
、
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事
実
施

時
期
は
本
人
と
打
合
せ
の
上
、
９
月
か
ら
11

月
の
間
に
実
施
予
定
で
す
。

　
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
事
務
局
☎
㉔
９
２
８
８

終
活
（
老
い
の
支
度
）
講
座

　
相
続
診
断
士
と
公
証
人
に
よ
る
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
及
び
相
続
・
遺
言

の
知
識
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
20
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
パ
ト
リ
ア
日
田
創
作
室

□
参
加
費

　
一
人
５
０
０
円

□
募
集
数

　
20
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
㈲
一
ノ
宮
保
険
事
務
所
☎
㉒
４
１
８
３

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

「やじ」にも責任を

　「野次馬」。語源は「親父馬」で歳をとっ
た馬のこと。
　歳をとった馬は役に立たない、また先頭に
立たず若い馬の後をただ付いて行くだけ―。
この解釈が転じ、自分とは直接関係のない事
象に物見高く集まり、面白半分に騒ぎ立てる
などといった行為又はその行為者を指し示す
意味として「野次馬」が用いられるようにな
りました。そして、野次馬を略したものが
「野次」です。
　スポーツの競技中、相手チームや観客席か
ら「やじ」が飛ばされる光景を目にしますが、
その多くは、選手の人権や人格を否定する類
いのものではありません。選手を鼓舞する声
援に程よく溶け込み、ときには勝ち負けに影
響を与える効果的な「やじ」も存在します。
　議会、特に国会では頻繁に「やじ」が飛び
交っている印象を受けます。「やじ」には冷
やかしや嘲りの意味が含まれることから、議
場では好ましくないという意見もありますが、
議論の活性化を誘発する目的としての「や
じ」は容認されてきたようです。
　では、東京都議会で発せられた「やじ」は
どうでしょうか。本来の目的からは大きく外
れるばかりでなく、相手に対する侮辱や差別
性が感じられます。このことは、海外でも批
判的に取り上げられ、「やじ」の発言者を性
差別主義者と報じているメディアもあります。
さらに、この「やじ」の直後には、周囲から
同調や笑いの声が起こったようですが、まさ
に議場全体が「野次馬」と化してしまったの
ではないでしょうか。悪意の有無にかかわら
ず、差別的な言動があったときには傍観せず、
すぐさま適切な対応をとることが必要だった
のかもしれません。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

こころちゃん
や　じ
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国民健康保険・
後期高齢者医療制度の
各種サービス

　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入
者が病院にかかったときの医療費を負担するほか、い
ろいろな給付サービスがあります。
　これらのサービスを受けるためには、世帯主や病院
にかかった人からの申請が必要です。該当する場合は、
早めに手続を行ってください。
【問合せ】健康保険課国保・年金係
　　　　　☎㉒８２７１（市役所１階）

申請に必要なもの

・国民健康保険制度の場合　保険証・印鑑・世帯主名
義の通帳・その他の指定する書類
・後期高齢者医療制度の場合　保険証・印鑑・本人名
義の通帳・その他の指定する書類

※請求できる期間には、期限がありますので、早めの手続を
お願いします。

加入者の皆さんへ

交通事故などに遭ったときは

　交通事故で相手がいる場合、飼い主のいるペットに
かまれてけがや病気をした場合は、患者が負担する額
（窓口負担額）以外の費用は、事故の相手方やペット
の飼い主が負担することになっています。
・届出に必要なもの
　第三者行為による傷病届・事故証明書・印鑑・その
他の指定する書類

※届出に必要な書類は健康保険課に備え付けています。

高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等によ
って、限度額や計算方法等が異なります。

はり、灸、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、灸等の治療を受けた場
合には、施術料の一部（一日１回900円、月５回が限
度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し引い
た額を施術所で負担することになります。
※指定施術所はお問い合わせください。

入院時食事負担額の差額支給
市民税非課税世帯の人が、入院時に１食あたり260円
（標準負担額）の食事代を負担した場合は、申請によっ
て基準額との差額の払戻しを受けることができます。

コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払
った後で自己負担額を超えた金額の払戻しを受けるこ
とができます。

出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合は、出産一時金が支給されます。

葬祭費
国民健康保険加入者や後期高齢者の人が亡くなったと
きは、喪主に葬祭費が支給されます。

インフルエンザ予防接種
国民健康保険被保険者（64歳以下）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（一人一年に１回まで）を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年度４月末までとなります。

一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害により死亡又は資産に重
大な損害を受けたときや、事業又は業務の休廃止、失
業等により収入が著しく減少したときは、本人からの
申請で医療機関の窓口で支払う一部負担金の減免を受
けることができます。(収入額には基準があります）
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三
松
さ
ん
は
、
現
在
、
速
見
郡
日
出

町
に
あ
る
大
分
県
指
定
史
跡
「
致
道

館
」
の
保
存
修
理
で
古
色
塗
装
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
文
化
財

建
造
物
の
経
験
が
あ
り
、
10
月
24
日
に

は
、
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
る

「
第
57
回
建
築
士
会
全
国
大
会
」
で
、

伝
統
技
能
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
、
大
学
生
の
頃
か
ら
、
職
人

が
働
く
現
場
に
よ
く
足
を
運
ん
で
い
た

三
松
さ
ん
。
「
現
場
に
行
く
と
職
人
の

す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。
教
師
に
な
っ

て
日
田
に
帰
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
家

を
継
ぎ
、
職
人
に
な
る
道
を
選
び
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

最
初
に
文
化
財
の
修
復
に
携
わ
っ
た

の
は
、
豆
田
町
の
草
野
本
家
（
国
指
定

重
要
文
化
財
）
。
「
教
え
て
く
れ
る
人
が

い
な
か
っ
た
の
で
、
当
時
の
色
を
再
現
す

る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
職
人
か
ら
す
る

と
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
。
や
る
気
が
あ

れ
ば
職
人
の
仕
事
は
面
白
い
と
思
い
ま

す
」
と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

「
伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
、
塗

装
、
古
色
塗
装
の
面
白
さ
、
仕
事
の
楽

し
さ
や
プ
ロ
と
し
て
の
責
任
・
自
覚
を

伝
え
た
い
」
と
話
す
三
松
さ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
数
々
の
文
化
財
の
修
復
保

存
で
培
わ
れ
た
経
験
か
ら
「
過
去
を
知

っ
て
未
来
を
知
る
」
と
語
る
三
松
さ
ん

の
心
強
い
言
葉
が
、
日
田
の
伝
統
を
後

押
し
す
る
で
し
ょ
う
。

ひた
伝統技能
マイスター

伝統技能を未来に遺す―

塗
装　

三
松
健
次
さ
ん
（
み
つ
ま
つ
塗
装
）

伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー

伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー

みつまつ・
       けんじ
1949年生まれ。
福岡大学卒業
後に家業を受
け継ぐ。草野
本家住宅保存
修理工事等文

化財建造物の古色塗装を行うなど卓
越した塗装技術を持つ。昭和62年
に塗装の技能検定１級を取得。数多
くの技能大会等で入賞実績がある。

「技術・材料・建物を残さなければ
ならない」と話す三松さん。50年、
100年先を見据えた伝統工法で修復
を行っています。

み
つ　

ま
つ  

け
ん　

  

じ

ち  

ど
う

か
ん

のこ

15 2014. 9. 1 

　

森
さ
ん
は
、
欄
間
や
社
寺
の
彫
刻
の

ほ
か
、
祇
園
の
山
車
や
木
彫
看
板
等
の

彫
刻
を
行
っ
て
お
り
、
市
の
技
能
大
会

で
技
能
功
労
賞
を
受
賞
、
職
業
訓
練
指

導
員
の
免
許
を
取
得
し
、
指
導
を
行
う

な
ど
長
年
の
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
か
ら
も
後

進
の
育
成
の
力
に
な
り
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

　

20
歳
の
と
き
、
秦
正
木
師
匠
に
弟
子
入
り

し
た
森
さ
ん
。
「
最
初
の
２
年
間
は
ノ
ミ

を
握
ら
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

厳
し
い
師
匠
で
し
た
が
、
８
年
目
か
ら

仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
頃
が
一
番
楽
し
く
て
、
成
長

し
た
時
期
だ
と
思
い
ま
す
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
現
在
は
、
息
子
さ
ん
を
含
む
４

人
の
職
人
と
一
緒
に
九
州
、
中
国
・
四
国

地
域
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
何
事
も
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
。
子

供
た
ち
に
は
彫
刻
を
通
し
て
少
し
で
も

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
師
匠
と
離
れ
て
38
年
経
ち
ま
し
た

が
、
今
で
も
師
匠
の
夢
を
見
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
夢
の
中
で
は
、
当
時
と
同

じ
よ
う
に
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
」
と

話
す
森
さ
ん
。
今
で
も
美
術
展
な
ど
に

出
向
き
、
〝
見
る
目
〞
を
磨
い
て
い
ま

す
。
　

「
職
人
は
何
歳
に
な
っ
て
も
仕
事
が

で
き
る
か
ら
」
と
話
す
森
さ
ん
。
向
上

心
を
忘
れ
な
い
森
さ
ん
の
更
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
度
新
し
く
創
設
さ
れ
た
「
ひ
た

　
　
伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー
認
証
制
度
」。

初
め
て
の
伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー
に
、

塗
装
業
を
営
む
三
松
健
次
さ
ん
と
彫
刻

業
を
営
む
森
力
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

「
ひ
た
伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー
」
は
、

伝
統
的
な
木
造
建
築
技
術
を
有
す
る
技

能
者
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
と
と
も

に
、
技
能
の
伝
承
と
後
継
者
の
育
成
を
目

的
に
日
田
市
伝
統
技
能
活
用
協
議
会
（
佐

藤
実
会
長
）
が
創
設
し
た
も
の
で
す
。

　

卓
越
し
た
技
能
を
持
つ
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
技
能
を
後
進
に
伝
え
、
地

域
に
貢
献
す
る
意
欲
の
あ
る
技
能
労
働

者
を
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す
る
制

度
で
す
。

　

二
人
は
今
後
、
公
民
館
や
小
・
中
学

校
で
の
実
技
披
露
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、

伝
統
技
能
の
技
術
や
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

今

木
彫
刻　

森 

力
さ
ん
（
力
峰
彫
刻
）

伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー

伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー

もり・ちから
1935年生まれ。
昭和30年から
秦彫刻に見習
いとして弟子
入りし、昭和
41年に独立。
市内唯一の社
寺彫刻師とし
て欄間、祇園の山車、社寺などの彫
刻を県内外で行う。昭和57年に職
業訓練指導員の免許を取得し、指導
を行う。

最近完成した作品という獏の木鼻。
森さんの作業場には約200種類のノ
ミがあり、丁寧にデッサンした図案
を基に作業を行っています。

も
り　

  

ち
か
ら

お知らせ

 地域の各種教室（公民館教室な
ど）で、ひた伝統技能マイスター
に講話等を希望する団体を募集し
ます。詳細は、下記にお問い合わ
せください。

　商工労政課地場産業振興係
　☎㉒８２３９（市役所３階）

ばく
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「広報ひた」１日記者体験
子供たちが記者になって、市内の企業を紹介。

　市では、子供たちの目線で日田市のことを皆さんに知ってもらおうと、８月４日、「広報ひた」１
日記者を実施しました。「日田市にはどんな会社があるの？」そんな疑問を持った小学生12人が３つ
のグループに分かれ、取材したものを記事にまとめました。
　このページでは、１日記者が取材した内容や写真を基に日田市の企業を紹介します。１日記者の様
子は、市ホームページに掲載しています。

私たちが取材しました！

トライウッドコース
有田小学校６年生

グリーン発電大分コース
若宮小学校５年生

つえエーピーコース
いつま小学校６年生
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編集後記

　

こ
の
つ
え
エ
ー
ピ
ー
は
、
正
社

員
10
名
、
パ
ー
ト
15
名
で
計
25
名

が
働
く
会
社
で
す
。

　

社
長
の
長
谷
部
建
美
さ
ん
は
、

私
達
に
会
社
の
こ
と
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

つ
え
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ー
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
商
品
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
る
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
立
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
。

　

つ
え
エ
ー
ピ
ー
の
エ
ー
ピ
ー
は

農
産
物
・
製
造
加
工
を
英
語
で
書

い
た
と
き
の
頭
文
字
を
取
っ
た
名

前
で
す
。

　

平
成
４
年
の
９
月
14
日
に
設
立

し
た
つ
え
エ
ー
ピ
ー
は
地
域
の
人

達
の
働
く
場
所
を
作
り
、
日
田
の

わ
さ
び
、
ゆ
ず
、
梨
や
、
台
風
で

傷
つ
き
商
品
に
な
ら
な
く
な
っ
た

物
を
生
か
し
、
ゼ
リ
ー
な
ど
お
い

し
い
物
に
す
る
た
め
に
設
立
し
ま

し
た
。

　

年
間
、
お
よ
そ
500
ｔ
も
の
加
工

を
行
い
、
そ
の
内
の
約
80
ｔ
が
中

津
江
村
、
前
津
江
町
、
上
津
江
町

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

工
場
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
機

械
が
あ
り
、
従
業
員
が
丁
寧
に
扱

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、

ゆ
ず
の
皮
を
、
粉

に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
が
ゆ
ず
塩

な
ど
に
な
り
ま
す

　

次
に
、
つ
え
エ
ー
ピ
ー
の
オ
ス

ス
メ
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
気
Ｎ
Ｏ
１
の
商
品
は
、
ゆ
ず

は
ち
み
つ
で
す
。

　

こ
の
商
品
は
、
世
界
の
食
品
コ

ン
テ
ス
ト
、
モ
ン
ド
・
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
２
０
１
３
・
十
年
連
続
「
最

　
　
　
　
　
　
　
　

高
金
賞
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　

に
飲
ん
で
み

　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
、
甘
く

　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
サ
ラ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
し
て
て
の

み
や
す
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す

　

こ
れ
ら
の
商
品
以
外
に
も
、
い

ろ
ん
な
商
品
が
あ
り
ま
す
。

・
日
田
梨
た
っ
ぷ
り
焼
肉
の
た
れ

・
わ
さ
び
茶
漬
け

・
日
田
梨
ゼ
リ
ー

な
ど
、
全
部
で
20
種
類
、
大
・
小

分
け
る
と
、
60
種
類
も
あ
り
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
商
品
は
、
日
本
だ

け
で
な
く
、
外
国
で
も
売
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
ス
ー

パ
ー
や
、
道
の

駅
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
な
ど
で

売
ら
れ
て
い
る

の
で
、
み
な
さ

ん
一
度
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
！　

つ
え
エ
ー
ピ
ー
コ
ー
ス

す
ご
い
！
つ
え
エ
ー
ピ
ー
の
秘
密

。

、

。

社長の長谷部建美さん。
やさしい方でした！

10年表彰トロフィー

芝 
珠
水

思
っ
て
い
た
よ
り
も
た
く
さ
ん
質
問

で
き
た
し
、
写
真
も
た
く
さ
ん
撮
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
記
事
を
書
く
と

き
、
下
書
き
は
上
手
に
ま
と
め
ら
れ

な
か
っ
た
け
ど
、
清
書
は
み
ん
な
で

協
力
し
て
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
た
の

で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

稲
垣
く
る
み

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と
工
場
も

見
せ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ゆ
ず
は
ち
み
つ
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

中
嶋
麗
華

会
社
に
行
く
ま
で
は
遠
か
っ
た
け
ど
、

ゆ
ず
は
ち
み
つ
は
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

山
田
白
鳥

機
械
な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
、

少
人
数
だ
っ
た
け
ど
、
全
員
が
て

き
ぱ
き
働
い
て
い
ま
し
た
。
ゆ
ず

は
ち
み
つ
の
ジ
ュ
ー
ス
は
と
て
も

お
い
し
く
て
、
健
康
に
良
い
と
聞

い
た
の
で
、
毎
日
で
も
飲
み
た
い

で
す
。
記
事
も
書
き
や
す
く
て
、

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

。
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み
な
さ
ん
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

風
力
、
太
陽
光
、

地
熱
、
水
力
、
雪

氷
、
温
度
差
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
の

二
酸
化
炭
素
を
出

さ
な
い
発
電
の
こ

と
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
、
動
植
物

な
ど
の
生
物
資
源
に
よ
っ
て
電
気

　
　
　
　
　
　
　

熱
、
燃
料
を
つ

　
　
　
　
　
　
　

く
る
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　

発
電
大
分
に
取

　
　
　
　
　
　
　

材
に
行
っ
て
き

　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
施
設
は

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
の

　
　
　
　
　
　
　

森
山
政
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

が
、
「
山
の
残

材
が
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
っ
て

つ
く
り
始
め
、
平
成
25
年
10
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
に
発
電

　
　
　
　
　
　
　
　

所
が
商
業
運

　
　
　
　
　
　
　
　

転
を
開
始
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
一
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　

に
約
５
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　

０
キ
ロ
ワ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　

ト
を
発
電
し

　
　
　
　
　
　
　
　

約
５
０
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
各
家
庭
に
電
気
を

送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
、
一
万
世
帯
分
で
、
日

田
市
の
人
口
の
２
分
の
１
を
ま
か

な
え
る
ぐ
ら
い
で
す
。

　

電
気
が
で
き
る

ま
で
の
行
程
は
、

曲
が
っ
た
木
や
き

ず
が
入
っ
た
木
、

間
伐
さ
れ
て
山
に

捨
て
ら
れ
た
木
を

山
か
ら
運
び
ま
す

　

そ
し
て
、
そ
の
木
を
燃
料
と
し

た
蒸
気
で
発
電
し
、
送
電
し
ま
す

　

木
を
切
っ
た
と
こ
ろ
に
は
新
し

い
木
の
な
え
を
植
林
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
発
電
大
分
コ
ー
ス

自
然
に
や
さ
し
い
発
電
所

代
表
取
締
役
の

森
山
政
美
さ
ん

吉
武
木
実

私
は
、
日
田
市
に
発
電
所
が
あ
る
こ

と
を
今
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
で
、
見
学
も
初
め
て
だ
し
、
原

子
力
を
使
わ
ず
自
然
に
優
し
く
て
環

境
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
、
す

ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
チ
ッ
プ
を

蒸
し
終
わ
っ
た
後
の
灰
は
、
農
家
の

肥
料
に
使
う
た
め
に
、
売
っ
て
、
焼

砂
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ゴ
ル
フ
場
の
雑

草
を
生
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
売
る
の
で
、
ご
み
が
出
ず
、
日
田

市
の
誇
り
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

長
尾
双
葉

煙
突
か
ら
煙
が
出
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
実
は
煙
の
よ
う
な

も
の
は
蒸
気
だ
っ
た
の
で
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

谷
本
風
佳

私
は
最
初
煙
か
と
思
っ
て
い
た
の
が
、

蒸
気
だ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
平
成
25
年
11
月
に
で
き

た
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。

川
﨑
奏
奈

木
で
電
気
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
名
前
に

グ
リ
ー
ン
が
付
い
て
い
る
の
は
木

の
葉
っ
ぱ
と
い
う
意
味
だ
と
思
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
機
械
が
あ
っ

て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

、

。

。
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私
達
は
、
ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
・
ウ

ッ
ド
は
総
合
林
業
会
社
で
す
。
こ

こ
で
は
、
木
を
育
て
て
加
工
す
る

ま
で
の
全
て
の
工
程
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
主
に
工
場
を
取
材
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
山
か
ら
切
り
出

し
た
丸
太
は
原
木
貯
木
場
に
集
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
植
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

次
に
、
切
っ
た
ば
か
り
の
杉
は

半
分
以
上
が
水
分
な
の
で
、
乾
燥

さ
せ
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
丸
太
を

仕
分
け
し
て
、
柱
や
板
に
製
材
し

ま
す
。
木
に
よ
っ
て
異
な
る
反
り

曲
が
り
を
一
つ
一
つ
人
の
目
で
見

極
め
ま
す
。

　

次
に
、
様
々
な
機
械
が
一
つ
の

ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
床
板
な
ど

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

五
分
に
１
本
の
ペ
ー
ス
で
丸
太
が

割
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
と
機
械
の

協
働
作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
か
ん
な
を
か
け
て
仕

　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
を
行
い

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
仕
上

　
　
　
　
　
　
　
　

げ
も
一
つ
一

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
丁
寧
に
チ

　
　
　
　
　
　
　
　

ェ
ッ
ク
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ラ
イ
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ッ
ド
の
板

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
杉
の
風

合
い
を
で
き
る
だ
け
そ
こ
な
わ
な

い
よ
う
に
生
産
し
て
い
る
の
で
す

　

ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド
は
、
社
員
72

名
、
そ
の
う
ち
女
性
は
11
名
い
ま

す
。
日
田
の
中
で
は
、
大
き
な
会

社
で
す
。

　

そ
し
て
、
エ
コ
の
こ
と
に
も
気

を
付
け
て
い
る
ス
テ
キ
な
会
社
で

す
。

　

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド
コ
ー
ス

機
械
と
人
と
森
林
と

。

、

古
城 
凜

林
業
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
年
輪
の
こ
と
で

昔
の
年
輪
は
赤
く
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
は
貼
ら
な

い
、
な
ど
私
た
ち
が
気
に
し
て
細
部

ま
で
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
ま
で
注
意
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

末
次
桜
和

林
業
が
環
境
に
す
ご
く
大
切
な
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
も
環
境

の
こ
と
を
考
え
て
、
生
活
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒
井
保
乃
花

日
田
は
杉
が
有
名
と
い
う
こ
と
は

知
っ
て
い
た
け
ど
、
一
つ
の
板
に

す
る
と
き
に
も
こ
ん
な
に
大
変
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な

の
で
、
こ
の
体
験
は
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

好
川
ア
イ

前
は
、
林
業
と
聞
い
て
「
ふ
〜
ん
」

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
調
べ
て
「
す

ご
い
」
「
す
ご
い
機
械
が
た
く
さ

ん
あ
る
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

環
境
に
も
人
の
暮
ら
し
に
も
い
い

と
思
う
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
調
べ
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
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まちの話題

大志を抱いて山を越え
　山鹿市出身の咸宜園門下生で、後に首相となった
清浦奎吾が大志を抱いて咸宜園を目指して歩いた道。
この道のりを同市の小学生が体験する「立志の道を
歩こう」事業の一行が、７月24日に咸宜園に到着し、
市内の小学生などが迎えた。歓迎会では、参加児童
代表の中富小学校の冨田葵衣さんが「将来の夢に向
かって一緒に頑張ります」と感謝の意を述べた。

気分は古代人
　石井町３丁目にある国史跡「ガランドヤ古墳」で
７月25日、「保護躯体お絵かき体験会」が行われた。
　これは、剝き出しになっていた石室を保護するこ
とを目的として今年３月に完成したコンクリート製
の覆屋の外壁に、地域の文化財や風景、未来像を壁
画のように描くもの。
　参加した地元の石井小学校の児童や五和公民館の
高齢者学び塾の参加者たちは、古代人になった気持
ちで現代の風景を描いていた。
　描かれた絵は、古墳を守るための盛土工事で埋め
られてしまう。将来、古墳の修復のために盛土が剝
がされたとき、平成の古代人が描いた壁画が姿を現
すかもしれない。

３年振りの県大会優勝を報告
　県予選の大会で優勝し、第34回全日本小学生バ
レー全国大会出場を決めた日田ファイヤーキッズク
ラブの選手らが７月25日、市役所を訪れた。
　西山健太主将は「声を出し、良いプレーをして勝
ちたい」と力強く挨拶。原田啓介市長は「伸びしろ
があるチーム。良い結果を期待しています」と激励
した。

あおい

ほ  ご  く たい

おおいや
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大山で夏まつり楽しむ
　７月26日、大山文化センター周辺で「第39回大
山ふるさと夏まつり」が開催された。今年は、恒例
のイベントに加え、町内の高校生バンドや藤蔭高等
学校吹奏楽部が出演。また、20～30代の若者グル
ープが新たに出店するなど、多くの若者が参加し、
祭りを盛り上げた。訪れた人達は、観て聴いて語り
合って「ふるさとの祭り」を満喫した。

夏を盛り上げる 中津江で音楽イベント
　中津江村の夏の音楽イベント「第35回中津江ミ
ュージックフェスティバル」が８月16・17日に開
催された。このイベントは、地元住民が主催する手
作りのイベント。今年は、あいにくの雨で２日間と
も中津江ホールでの開催になったが、県内外から参
加した26組の出演者と聴衆が一体となり、会場は
温かい声援と拍手で盛り上がった。

「関係ない」と思わないことが大切
　８月の差別をなくす運動月間の一環で、８月６日、
「部落問題のこれから」と題した講演会が開かれ、
フリーライターの角岡伸彦さんが自身の経験を交え
ながら部落問題について語った。角岡さんは「部落
問題は時代とともに変化している」「部落問題だけ
でなく、様々な問題の関係者になって考えてほし
い」と話した。

屋久島の自然に触れて
　市と日田青年会議所が協働で行う「屋久島子ども
交流事業」が７月31日から８月３日にかけて行わ
れ、市内の小学校６年生40人が参加した。
　台風の接近により、予定していた事業は中止にな
ったが、子供たちは、ヤクスギランドの散策やネイ
チャーゲームなどを通して、屋久島の自然を体験し、
歴史や文化を学んだ。
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日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

台風や大雨に備えてください！

今日から始める防災対策⑧

　台風は一年間に平均して25～26個発生し、そのうち
11～12個が日本に接近し、３個程度が日本に上陸して
います。去る８月には、台風11・12号が九州に上陸、
接近しました。
　今年も11月頃までは台風の発生が予想されます。ま
た、最近は前線の通過に伴う大雨による災害が全国各地
で発生しています。
　警報などの防災気象情報により、早めの備えをするこ
とで被害を未然に防いだり、軽減することができます。
テレビやラジオなどの気象情報に十分注意してくださ
い。台風や大雨の危険が近づいているというニュースや

気象情報を見たり聞いたりしたら、災害への備えをもう
一度確認しましょう。

◎家の外の備え
　必ず、大雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう。
・窓や雨戸はしっかりと鍵をかけ、必要に応じて補強し
ましょう。
・側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておきましょう。
・風で飛ばされそうな物は固定したり、家の中に移動し
　ましょう。

[問合せ]防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

　
市
内
の
企
業
な
ど
に
勤
め
る
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
青

年
で
構
成
す
る
団
体
「
日
田
中
央
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
」
。
観
光
祭
や
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
千
年
あ
か
り
な
ど

市
内
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
長
を
務
め
る
谷
光
純
弥
さ
ん
は
、
山
口
県
出
身
。
日

田
に
来
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
「
仕
事
で
日
田
に
行
く

こ
と
に
決
ま
っ
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
分
か
ら
な
い
し
、

知
り
合
い
も
い
な
い
し
、
寂
し
い
な
と
思
っ
て
加
入
し
た

の
が
日
田
中
央
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
で
し
た
」
と
加

入
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
大
学
生
の
と
き
に
行
政
と
大
学
が
協
同
で
行
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
店
長
を
し
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、

今
年
の
２
月
に
「
市
内
の
若
者
を
50
人
集
め
た
ら
面
白
そ

う
」
と
、
異
業
種
交
流
会
を
開
催
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
友
達

に
広
が
り
、
約
60
人
を
集
め
ま
し
た
。
「
交
流
会
を
き
っ

か
け
に
仲
良
く
な
っ
た
人
や
カ
ッ
プ
ル
が
で
き
た
と
い
う

話
を
聞
く
の
で
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　
様
々
な
活
動
を
通
し
て
「
一
気
に
知
り
合
い
が
増
え
ま

し
た
」
と
話
す
谷
光
さ
ん
。
日
田
の
若
者
に
つ
い
て
「
日

田
で
面
白
い
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
人
が
い
な
い
な
と
思

い
ま
す
。
日
田
に
は
何
も
な
い
か
ら
福
岡
に
行
く
っ
て
い

う
考
え
で
。
そ
の
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
人
も
少

な
い
気
が
し
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
谷
光
さ
ん
は
今
年
10
回
目
を
迎
え
る
千
年
あ
か

り
に
向
け
て
活
動
す
る
「
第
10
回
千
年
あ
か
り
企
画
委
員

会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
今

回
は
高
校
生
が
企
画
か
ら
参
加
す
る
の
で
、
市
内
の
ま
ち

づ
く
り
団
体
の
活
動
を
間
近
で
見
て
、
日
田
に
は
何
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
な

い
な
ら
作
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
若
者
へ
の
期
待
を
語
り
ま
す
。

　
今
後
の
ア
ク
ト
の
活
動
と
し
て
、
「
あ
れ
が
な
い
、
こ
れ

が
ほ
し
い
と
言
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
ん
な
場
所
に
ど

ん
な
機
能
の
も
の
が
ほ
し
い
か
具
体
的
に
考
え
た
い
」
と
、

若
者
の
考
え
る
理
想
の
日
田
を
描
く
場
を
作
ろ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
「
日
田
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
皆
さ
ん
は

楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
田
に
は
何
も
な
く
て
つ

ま
ら
な
い
で
は
な
く
、
楽
し
い
こ
と
を
作
っ
て
取
り
組
む

人
を
増
や
し
た
い
」
と
若
者
に
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
「
仕
事
の
関
係
で
日
田
か
ら
離
れ
る
と
き
が
来
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
日
田
に
い
た
と
い
う
記
憶
を
自
分

の
中
に
も
日
田
の
人
に
も
残
し
た
い
」
と
語
る
谷
光
さ

ん
。
同
世
代
の
心
に
響
く
強
い
言
葉
に
、
今
後
の
谷
光
さ

ん
た
ち
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
田
を
変
え
る
若
者
を
増
や
し
た
い 谷光純弥さん（吹上町）

日田中央ローターアクトクラブでは、
会員を募集しています。市内に在住
又は勤務している18～30歳の人であ
れば誰でも入会できます。「フェイ
スブックをしているので、ご覧くだ
さい」と谷光さん。
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒2497　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま

す
ね
。
皆
さ
ん
は
ザ
リ
ガ
ニ
を

釣
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

　
今
回
は
、
初
め
て
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

準
備
す
る
も
の
は
タ
コ
糸
、
ス

ル
メ
、
重
り
な
ど
で
す
。
糸
に
重

り
と
餌
の
ス
ル
メ
を
セ
ッ
ト
し
、

水
の
中
に
垂
ら
し
ま
す
。
こ
れ

で
準
備
は
終
わ
り
で
す
。
あ
と

は
ザ
リ
ガ
ニ
が
餌
に
か
か
る
の

を
待
つ
だ
け
で
す
。

　
少
し
待
っ
て
い
る
と
糸
が
引

っ
張
ら
れ
ま
す
。
そ
っ
と
糸
を

引
き
上
げ
る
と
、
ザ
リ
ガ
ニ
が

糸
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
姿

は
結
構
か
わ
い
い
も
の
で
す
よ
。

糸
を
引
っ
張
る
力
は
思
っ
た
以

上
に
強
い
も
の
で
し
た
。
初
め

て
の
経
験
で
し
た
が
、
そ
ん
な

に
難
し
く
な
く
面
白
か
っ
た
で

す
よ
。

　
ザ
リ
ガ
ニ
は
成
長
し
て
体
が

大
き
く
な
る
と
、
窮
屈
に
な
っ

た
古
い
殻
を
脱
ぎ
捨
て
て
脱
皮

を
繰
り
返
す
生
き
物
で
す
。
そ

の
様
子
や
行
動
を
観
察
し
て
み
る

の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　
皆
さ
ん
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
お
家
で
育
て

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新刊情報
蔵書点検のため休館します

　図書館に所蔵している全
ての本の点検作業を行いま
す。作業期間中は図書館を
休館します。利用者の皆さ
んには大変ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力
をお願いします。

■期間
　９月17日㈬～10月３日㈮
※本は玄関横の返却ポストに返
却してください。

８月１日から17日まで「川のいきもの展」を開催しました

　連日多くの子供たちでにぎわいました。特に魚やカニ、ザリガニ、亀などの実
際の川の生きものを展示したコーナーでは、ふだん見ることのない川の生きもの
を一生懸命見ていました。釣堀のコーナーも盛況で、なかなか狙いの魚のカード
を釣り上げられずに四苦八苦していました。また目玉の一つオオサンショウウオ
の実物大の粘土模型は、その大きさや実物そっくりの皮膚
の質感などに、「まるで生きているみたい」と驚きの声を
上げていました。
　塗り絵のコーナーでは、小さな子供たちが思い思いの色
でカラフルな魚に塗り上げていました。クイズのコーナー
では、みんな知恵を絞って答えを書いていました。中には
図書館の本で答えを調べている子供もいました。

おいでよ！おはなし会
９月13日㈯　午後３時～４時
児童コーナー

わたしはカメムシ
新開孝／写真・文
ポプラ社
 「カメムシはくさい！」と思っている人
に。臭いを出すことはあるけれど、とても
きれいで面白い虫・カメムシの暮らしを紹
介。美しいカメ
ムシと不思議な
卵の形などを楽
しむことができ
る写真絵本。

10代スポーツ選手の食材事典　
持久力　瞬発力　筋力をつける
川端理香／著　大泉書店
　元日本オリンピック委員会強化スタッフ
が、10代スポーツ選手
の勝てる身体をつくる
ための食材90種の上手
なとり方を、目的別に
レシピを交えて解説。
スポーツ選手のための
栄養と食品の基礎知識
も紹介する。

図
書
館
の
本
を
読
ん
で
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
！

ナチュラナビ ザリガニ
武田正倫／監修
関慎太郎／写真
フレーベル館

参考にした本
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９月の休館日（○…休館日）
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　11月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんが対象で
す。10月１日までにお申し込
みください。（抽選の結果は、
当選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
　情報統計課行政情報発信係
　☎㉒８６２７（市役所６階）

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設　
　

９
月
の
主
な
催
し　
　

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

…小学生対象

…乳幼児対象

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

９月生まれ

岡部暁人ちゃん
（２歳・城内新町）

あきと

小田原修士ちゃん
（３歳・玉川３丁目）

しゅうじ

三⻆咲太朗ちゃん
（１歳・玉川町３丁目）

さくたろうれんご
千原蓮己ちゃん
（１歳・中本町）

八代珠太朗ちゃん・禅太朗ちゃん
（１歳・上津江町上野田）

じゅたろう ぜんたろう

髙森悠暉ちゃん
（３歳・日高町）

ゆうき
増永彩声ちゃん
（３歳・桃山町）

さ え

長谷部鈴蘭ちゃん・蓮夢ちゃん
（２歳・高瀬本町）

れいら れんさくたろう
梅山朔太郎ちゃん
（２歳・南友田町）

●敬老の日の

　プレゼント作り

　９日㈫～13日㈯
　午前10時30分～正午
　午後４時～５時
　ミニミニ運動会

　18日㈭
　午前10時30分～

●敬老の日の

　プレゼント作り

○10日㈬
○13日㈯
　いずれも午前10時
30分～
○すくすく相談

　25日㈭
　午前10時～
○ビーズ工作

　27日㈯
  午前10時30分～

●せいまお兄さんと

　遊ぼう！

　５日㈮
　午前10時～正午
●お誕生日会

　17日㈬
　午前10時～正午
●ランチday

　18日㈭
　午前10時～正午

●リズムの日

　９日㈫・17日㈬
　午前11時～
●お話し会

　４日㈭・18日㈭・
　25日㈭　午前11時～
★敬老の日の

　　プレゼント作り

　10日㈬・11日㈭
　午前11時～
　10日㈬　午後４時～
●療育事業（音あそび）
　26日㈮　午前11時～

乳

乳

乳

小

小

乳

乳

小

小
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

大塚青空ちゃん
（２歳・誠和町）

そ ら
中島梨々亜ちゃん
（２歳・中釣町）

り り あ
森山 暁ちゃん
（３歳・夜明上町）

あきら

川津那仲ちゃん
（１歳・天瀬町五馬市）

ななか
中嶋隆心ちゃん
（１歳・下井手町）

山下未菜ちゃん
（１歳・丸の内町）

りゅうしんみ な
宮﨑碧人ちゃん
（１歳・丸の内町）

あおと

森山秋真ちゃん
（３歳・夜明上町）

あおいしゅうま
工藤蒼生ちゃん
（３歳・三池町）

財津優菜ちゃん
（３歳・清岸寺町）

ゆうな
小笠原大凱ちゃん
（３歳・池辺町）

たいが

★敬老の日の

　プレゼント作り

　９日㈫　
　午前９時30分～正午
★ヨガ教室

　18日㈭
　午前10時～11時
●せいまお兄さんと

　エクササイズ

　24日㈬
　午前10時30分～
　　　　　 11時30分

●身体計測

　９日㈫
　午前９時30分～正午
●子どものための

　クラシックコンサート

　13日㈯　　　　
　午前10時30分～
★トッポンチーノ

　27日㈯
　午後０時30分～
　　　　　  ３時30分

●ベビーマッサージ

　10日㈬
　午前11時～
●お誕生会

　22日㈪
　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。
●身体計測

　25日㈭
　午前11時～正午

日田市の人口
（平成26年７月31日現在） 

■人口
　69,649人
　（前月比-65人）
・男　32,957人
・女　36,692人
■世帯数
　27,115世帯

安心院颯汰ちゃん
（３歳・城町１丁目）

そうた
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ま
た
も
災
害
で
す
。

　

気
象
庁
が
「
平
成
26
年
８
月
豪
雨
」
と
命
名
し
た
、
広

島
市
を
中
心
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
報
道
の
中
、
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
80
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
し
た
甚
大
な
災
害
は
、
１
時
間
に
100
ミ
リ
を
超

え
る
豪
雨
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
各
地
で
発
生
す
る
災
害
に
ふ
れ
、
被
災
さ
れ
た
自

治
体
の
住
民
の
方
々
や
消
防
関
係
者
・
職
員
の
方
々
を
思

う
と
、
現
場
の
悲
惨
さ
や
ご
苦
労
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
天
災
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う

反
面
、
予
見
や
予
知
、
準
備
対
応
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ

ば
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
田
市
が
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
防
災
士
養
成

講
座
」
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
担
う
防
災
士
を
養

成
・
配
置
し
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
、
消
防
団
、
教
職

員
、
市
職
員
な
ど
計
280
人
の
方
々
に
受
講
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
防
災
へ

の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

「
ア
ラ
ン
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン

ス
の
哲
学
者
、
エ
ミ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
シ
ャ
ル
テ

ィ
エ
は
「
悲
観
主
義
は
、
気
分
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
楽

観
主
義
は
、
大
き
な
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

楽
観
的
な
考
え
方
と
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
否
定

し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
悲
観
的

な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
き
な
意
志
を
持
っ
て
幅
広

い
選
択
肢
を
持
つ
こ
と
は
、
様
々
な
場
面
で
物
事
を
良
い

方
向
に
導
く
と
思
い
ま
す
。

　

天
災
は
避
け
ら
れ
な
い
、
と
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　市では、急な病気や災害などの緊急時に備えた取組として、平成23年度から、民
生委員さんのご協力の下、65歳以上の一人暮らし高齢者世帯や高齢者のみの世帯等
を対象に、「緊急医療情報キット」を配布しています。
　この緊急医療情報キットは、あらかじめ、かかりつけ医や持病などの医療情報、
緊急連絡先などの情報を記入した用紙を専用の容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管し
ておくことで、緊急時に駆け付けた救急隊員が搬送した医療機関に本人の情報を伝
える際に備えるもので、平成26年７月末現在で市内の約5,000世帯
に配布を行っています。（１世帯に１本の配布です）
　まだ持っていない人で、新たに配布を希望する世帯の人
は、下記又はお住まいの地区の担当民生委員さんにご相談く
ださい。

65歳以上の一人暮らし高齢者世帯、高齢者のみの世帯等の皆さんへ

「万が一」のときに備えて、
緊急医療情報キットを配布しています
緊急医療情報キットとは？

▶
緊
急
医
療
情
報
記
入
用
紙

◀
緊
急
医
療
情
報
記
入
用
紙
を
入
れ
る
容
器

緊急医療情報キットの活用例

自宅で具合が
悪くなり、
救急車を呼ぶ。 駆け付けた救急隊員が

玄関ドアの内側と冷蔵庫に
貼ったステッカーを確認。

救急隊員が
冷蔵庫の中にある
キットを取り出す。

記入された情報を
基に、適切な処置
を行います。

▲ステッカー２枚（玄関ドアの内
側と冷蔵庫に貼ってください）

【問合せ】長寿福祉課長寿福祉係
　　　　　☎㉒８２９９（市役所１階）


